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ごあいさつ

数字は説得力をもって事実を語ります。この冊子は、数字により私たちが現在どれほど土地の持つ生産性に依存しているかを浮き彫りにし
ます。生産性のある土地は家族を養い、水を供給し、私達の将来に力を注ぎます。しかし、ここで集められたデータの多くは、私たちが土
地との関係をどれほど限界まで押しやっているかを実証しています。将来の社会の安定と経済発展の観点から見て、この課題の大きさとそ
れに向き合わず土地や土壌の回復をないがしろにした場合もたらす結果を軽く見てはいけません。

数字がそれを明確に物語っているのです。例えば・・

　・　過去60年間に発生したすべての国内紛争のうち40%が自然資源の争いに端を発している。[1]

　・　世界の国の70%以上が、土地の劣化や干ばつなどの気候変動が及ぼす影響は国家安全保障上の問題であると認識している。[2]

　・　2008年、世界30か国で60件を超える食料をめぐる暴動が発生した。そのうちの10件では複数の死者が出ている。[3]

　・　砂漠化の結果、2045年までにおよそ1億3,500万人が住む場所を失う可能性がある。[4]

土地を必要不可欠な自然資本として守ることは、気候変動に対処し、食料と水の安全保障へとつながります。「持続可能な土地管理 
(Sustainable Land Management: SLM)」を実践することによって、世界の隅々にいる数百万の人々がそれぞれの土地での生活を活性化
できるのです。

数字は事実を語ります。そこから私たちは自分たちと次世代のために土地の劣化の中立性を実現するため、今何をすべきかを決めることが
できるのです。

この冊子が読む人のお役に立てることを願っております。

モニーク・バルビュー

国連砂漠化対処条約　事務局長 1
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土地：
隠された富の貯蔵庫

私たちはよく、自然はプライスレス（値段が付けられない）だがバリューレス（無価値）ではないと言う。自然は私たち
がいつも当たり前に享受しているモノやサービスを提供している。事実、生態系サービスの大部分は、有限な土地資源と
土壌資源によって供給されているのである。わかりやすい例としては私たちの食料、飲み水、燃料や建材、薬に使う植物
原料など。また、土地や土壌、森林が正常に機能することによる気候の安定化や洪水などの自然災害の防止、数十億トン
にのぼる炭素を地下に貯蔵することなど、あまり目に付かない生態系サービスも多々存在する。

・地球の表面のおよそ70.9%は水面で、29.1%が陸地である。[5] 
・地球の水資源のうちわずか3%が淡水であり、そのうち70%が農業に使用される。[6]

・地球上の土地（グリーンランドと南極大陸を除く）の75%以上はすでに人類に利用されている。[7]

・灌漑のための地下水の大規模な採取により、毎年海水面が0.8 mm上昇している。これは、現在の年間海水面上昇3.3 ㎜
のおよそ4分の1に相当する。[8]

・人間は食料の99.7%以上を土地から得ている（カロリーベース）。[9]
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我々が享受している生態系からの恩恵（年平均33兆ドル相当）のうち
土壌の栄養循環は最大の51%を占める。

・世界にある耕作地は13億8,600万ヘクタール[10]（2008年の統計による）。
・我々が享受している生態系からの恩恵（年平均33兆ドル相当）のうち土壌の栄養循環は最大の51%を占める。[11]

・健全な土地と土壌は水を蓄え浄化する役割をする。正常に機能する土壌は1ヘクタールにつき、3,750トンの水を保持す
ることができる。[12]

・世界の水使用量の８％は家畜の生産に利用されている[13]。1kgの肉を生産するのに、平均的な家庭が10か月の間に使う
のと同じ水の量が必要（1人1日当たり50リットル）。[14]

・世界の人口の40%（最大28億人）が現在水不足の地域に住んでおり、そのうちおよそ9億人は安全な飲み水が手に入ら
ない。[15]
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限られた資源、
高まる需要

生産性のある土地と土壌は、私たちの生活と経済の基盤である。それらは最も貴重な自然資本でありその需要はコントロ
ール不能なほどに上昇し続けている。人が一人生きるために必要な食料を供給するには最小で0.07ヘクタールの耕作地が
必要と言われている[16]。1961年には一人につき0.45ヘクタールの土地があった[17]。その土地は2011年までにわずか
0.20ヘクタールにまで減っている。[18]

もし現在の食事習慣と食料管理の傾向が続けば、2050年には予測されている90億の人口を養う食料生産に必要な農業用
水は圧倒的に不足する。私たちは消費するたびに間接的に土地の生産性も消費しているのである。農業用地の52%が中度
もしくは重度の土地の劣化の影響を受ける現在、かつてないほどに増加し続ける食料需要をいかにして将来満たすことが
できるだろうか？[19]

・2050年に予測される世界の総人口90億人を養うためには、農業生産量を世界全体で約70%、開発途上国で100%増加
する必要がある。[20]

・農業地生産力が現在の水準のままであれば、拡大する需要を満たすために少なくとも2030年まで毎年600万ヘクター
ルの土地（ノルウェーの面積とほぼ同じ）を農業生産用に転換する必要がある。[21]

・地球全体の水需要は2000年から2025年の間に35～60%増加することが予測され、2050年までには倍増する可能性
がある。[22]

4



・現在における過度の水資源利用により2050年までに利用可能な農業用水が世界全体で18%減少する可能性がある。[24]

・経済発展から生じる水の需要量と、安定して利用可能な水の供給量の差は、2030年までに世界全体で40％になると予
測されている。[25]

・2025年までに、18億人が、絶対的な水不足の国や地域に住むことになり、世界人口の3分の2（53億人）が水不足に
悩む状況で暮らすことになる恐れがある。[26]

・水不足が加速すると、年間に穀物の30%を失うことになる。[27]

・2030年にはバイオ燃料の捻出に現在の世界全体の農業用水の20%から100%を消費する可能性がある。[28]

・2020年までにバイオ燃料の使用を10%にするというEUの目標を達成するために必要な土地は、2000万から3000万
ヘクタールである。予測では、その供給量の60%がEU圏外でまかなわれることになる。[29]

生産力のある農地は、ますます希少で貴重な資産となりつつある
海外投資家が世界の3,700万ヘクタールを超える土地を取得している[23]

自分の「ランドフットプリント（土地への負荷量）」をご存じですか？
我々の身の回りのあらゆるものは何らかの形で土地から作られている。このような
土地の消費は「バーチャルランド（仮想土地）」と呼ばれることが多い。最終的に
製品となった時、その製品と土地との関わりが直接目に見えないからである。[30]

1台のクルマ
1kgの牛肉
1台のラップトップコ
ンピューター
1杯のコーヒー
フライドポテトとサラ
ダ付きのハンバーガー
1台の自転車
1リットルの牛乳

150 ㎡
22 ㎡
10 ㎡

4.3 ㎡
3.61 ㎡

3.4 ㎡
1.5 ㎡
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荒廃した土地：
失われた資本 

爆発的な人口増加で生じる需要の拡大と気候変動の影響に直面して、土地資源は切迫した状況にある。土地が提供する生態
系サービスは、今、まさに限界点にあるといえよう。

私たちが加速度的スピードで自然資源を浪費していることを数字は証明している。自然資源の扱いがまずければ、それは環
境にマイナスなだけでなく、社会経済への脅威となる。自然資源の乱開発は、単に土地の劣化や砂漠化だけでなく他の大災
害を招く恐れがある。生態系の生産性と回復力を失えば多くの地域が洪水や地滑り、干ばつなどの自然災害を受けやすくな
るからだ。

・すべての生態系サービスの60%が劣化している。[31]

・20世紀の初頭以降、農作物の遺伝的多様性の約75%が失われている。[32]

・世界の陸地の25%が極めて劣化しているか、劣化が速い速度で現在進行中である。[33]

・土地利用の変化と劣化は、世界全体の炭素排出量のおよそ20%の原因となっている。[34]
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・過去10年間、毎年約520万ヘクタールの森林が破壊されている。[36]

・今後25年にわたる土地劣化により、世界の食料生産は最大で12%減少し、結果として世界の食料価格が30%上昇す
る可能性がある。[37]

・気候変動の影響により2100年まで10年ごとに作物収量が平均で2%ずつ減少していく可能性がある。[38]

・2050年までに気候変動の影響により飢餓に陥る危険のある人々が、気候変動のない場合に比べて、10～20%増加す
ることが予測されている。[39]

・アフリカの土地の3分の2がすでにある程度劣化しており、土地の劣化は少なくとも4億8,500人の住民、すなわち全
アフリカ人口の65%に影響を及ぼすと予測されている。[40]

・2050年代までに、南米の農地の50%が砂漠化の危機にさらされる。[41]

過去40年間で世界の耕地の3分の1近くが侵食で失われており、現在も年間
1000万ヘクタールを超える速度で失われていると推計される[35]
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土地の劣化の中立性：
自然と調和する未来のために    

お金を使いすぎれば、負債を重ねることになる。同様に、自然資源のストックを過剰に搾取すれば、やはり負債ができるこ
とになる。私たちが責任を負う必要があるのは、この自然に対する負債である。「持続可能な土地管理(SLM)」を実践する
ことにより、私たちは同時に、自分たちの自然資本を守り、人々が気候変動に適応する手助けをし、干ばつからの回復力を
培うことができる。また、移住を余儀なくされるリスクや紛争が発生するリスクを減らし、持続可能な食料とエネルギーの
生産を保つこともできよう。持続可能な土地管理(SLM)を通して現在の土地の劣化と砂漠化を止め、反転させることは、達
成可能なだけでなく、国内および国際的な開発アジェンダのために次に取るべき理にかなう費用対効果の高い手段でもあ
る。国際社会として土地の劣化の中立性の目標の達成を約束することは、すべての国と産業に莫大な利益を生むことにな
る。土地の使い方を改善することで、自然との取引を預金のように貯めておくことができれば、将来その土地は私たちに大
きな機会を与えてくれることになるだろう。

土地の劣化の中立性とは？

土地の劣化の中立性は、「生態系機能およびサービスを保持し，食料安全保障を向上させる
ために必要な，土地資源の量と質が，ある生態系もしくは空間において安定もしくは増進し
ている状態をいう」と定義されている。
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気候変動の緩和策（温室効果ガスの排出削減等） －　土地による緩和策

・健全な土壌は大量の炭素を蓄えることができる。その量は、1ヘクタール当たり50～300トンにものぼる。これは、二酸
化炭素180～1,100トンに等しい。[43]

・炭素価格が、土地ベースの緩和策に対する世界全体の経済的ポテンシャルを決める。炭素価格が高くなると、ポテンシャル
も高くなる。[44]

　　・二酸化炭素換算で1トン当たり0～20米ドル：年間二酸化炭素換算で15～16億トン（世界の総排出量の3.0%以下）
　　・二酸化炭素換算で1トン当たり0～50米ドル：年間二酸化炭素換算で25～27億トン（世界の総排出量の4.5%以下）
　　・二酸化炭素換算で1トン当たり0～100米ドル：年間二酸化炭素換算で40～43億トン（世界の総排出量の7.5%以下）

・世界中で劣化した土地のうちの20億ヘクタール（南アフリカよりも広い）には、土地資源の回復と森林の復元の可能性が
ある。[45]

・土地資源回復における費用は、1ヘクタール当たり33～227ユーロである。[46]

劣化した生態系において土壌を回復させれば、その土壌に年間最大30億トン
の炭素を備蓄できる可能性がある。これは、化石燃料によるCO2の年間排出
量の30%を蓄えることに等しい[42]
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持続可能な土地の使い方：
収量を高める－資源の流れを強化する

ジンバブエでは、環境保全型農業と組み合わせたウォーターハーベスティング（雨水集水技術）
の導入によって、標準的な農法事例と比較して、農家の粗利益は4～7倍に、労働利益率は2～3
倍に増加した。こうした事例は、降水量の少ない地域でとくに成功を収めている。[47]

1991年から2004年の期間で、ブラジルの穀物生産量は、5,800万トンから1億2,500万トンへ
と、2倍以上の増加を見せた。これは、環境保全型農業が広く導入され、改良された作物品種が
導入された結果である。[48]

中国では、小麦生産に無耕起載倍が導入されたことにより、収量が増加し、生産コストが減少し
た。その結果、4年間にわたって純経済利益が平均30%増加した。[49]

土地の劣化と気候変動の影響は、ほとんどの場合、家庭や個人や地域社会のような身近なレベルで感じることになる。なの
で私たちには誰もが理解し実践できるシンプルなアプローチが必要だ。

土地のもつ力を利用して気候変動への適応力をつけることはよいスタート地点であろう。土地には誰もが関わることができ
るからだ。土地の劣化を直ちに止めるのにシンプルで安あがりな方法がある。それは、生態系全体を健全に支え、気候変動
の影響からの回復力を高める方法だ。

こうした方法を大規模に展開できれば、影響は世界に及ぶ。農村部で雇用を生むことができ、一旦は生産性を失った土地
を、機会に満ちた田畑へと変えていく。これこそが、私たちが土地を基盤とした生態系の気候変動への適応を主張する理由
である。これこそが、土地の劣化の中立性が、達成可能で望ましい目標である理由である。
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ケニア西部に住む6万人の小規模農家は、持続可能な土地管理(SLM)農業技術で得たカーボン
クレジットの利益を受けている。これまでに24,788トンのCO2削減を達成したが、これは1
年に5,164台の車が排出する量に等しい。持続可能な土地の使い方によって作物の収量も15
～20%増加した。[50]

サヘル地域の500万ヘクタールを超える劣化した土地が、「農家による自然再生」として知ら
れる実践活動によって回復された。その結果、穀物の生産量が毎年50万トン増え、さらに多く
の家畜を育てるのに十分な飼料が得られることになった。現在までに、およそ250万人の食料
安全保障が改善されている。[51]

マラウィで行われた調査によると、アグロフォレストリ農法の導入により、農家が無機肥料を
買えない場合でも、一般的に収量が2−3倍に増加する。[52]

まだあるより良い未来のための事実…

・持続可能な土地管理(SLM)によって、生産力と現収量の差を縮め収量を生産力の95%にまで上げ、年間の穀物生産量をさ
らに23億トン増やすことができる。これは、1兆4,000億米ドルの潜在的利益に匹敵する。[53]

・サハラ以南アフリカの3億ヘクタールの主要耕作地のわずか25%でも土地と水の管理を改善すれば、2,200万トンあるい
は64兆カロリー分の食料の増産が可能となる。[54]

・持続可能な土地管理(SLM)によって、水の生産性を最大100%高めることができる。複数作付けでの水利用効率は、単一
作付けの効率よりも18%～99%高いことが多い。[55]

・ウォーターハーベスティング（雨水集水）は、水と食料の安全保障を高めることができる、持続可能で安価なオプション
である。例えば、典型的な「道路を兼ねた貯水用砂ダム」は、農村部のインフラを強化し、1日5万リットルの水を生み
出すことができる。[56]

・環境保全型農業は、水の地表流出を40～69%減らすことができる。これにより、除草剤や硝酸塩、可溶性リン酸塩によ
る地表水の汚染を（それぞれ70%、85%、65%）減らすことができる。[57]
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おわりに

私たちは土地から生まれる商品やサービスへの世界的な需要の高まりに直面している。人口の増加により今後さらに食料
と水の需要が増えるのは明らかだ。将来、さらなる人間の活動と気候変動により自然資源、とりわけ生産性のある土地と
利用可能な水が減少した時ますますその需要が高まることになるだろう。

土地の劣化はすべての国の成長と発展に影響を及ぼすが、最も苦しむのは世界中の農村部に住む貧しい人たちだ。ここに
ある数字は、驚くべき事実を語る。そして、その事実は、人類と私たちの未来にとって重要な教訓となる。今ならまだ適
切な行動を取ることによってさまざまな利益を守ることができる。土地劣化の中立性を達成すること、すなわち、持続可
能な土地管理（SLM）を広め、土地修復へのイニシアチブを加速することにより、土地の劣化を防ぎ、すでに劣化した土
地を回復させることができるのだ。それは、あらゆる人々の生活基盤を活性化し安全保障を強化することにつながる。

国連砂漠化対処条約（UNCCD）はこの極めて重要な資産である土地や土壌をよりよい形で守るため人々の関心を高め、
条約締約国や公共機関、企業、市民社会と協力している。

土地の使い方を決めるひとつひとつが重要であり、そのことを数字は明確に語っている。今こそ、選択の時である。今こ
そ、行動する時である。
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